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受検するきっかけ 

 私は宮城県農業高校の園芸科を卒業しており、技

能士という資格があることは知っていました。入社

後に造園職種の２級技能士資格を取得したらどうか

と言われ、技能検定２級を受検しました。 

 入社当時、「技能士の資格を持って一端になれ

る」と言われていたこともあり、２級を取得後すぐ

に１級取得を目指しました。 

 

合格に向けて取り組んだこと 

 ２級を受検するときは、技能検定の受検が初めて

で何もわからない状態だったので、先輩方にいろい

ろと教えてもらっていましたが、１級を受検すると

きには、仕事もだいぶ覚えてきた時期でもあったの

で、作業をしている先輩のやり方や手順を見て覚え

ました。実技試験の練習中は、時間短縮に繋げるた

めの手法や、不得意部分をリカバリーするため、い

かにして得意部分を伸ばすか、そして、得意部分を

活かして時間をかけずにきれいに仕上げるためには 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうしたらよいか、ということを考えていました。 

 受検合格に向けてのポイントは、日頃行っている

ことを繰り返し、いかに集中力を切らさず取り組む

ことができるかだと思います。また、造園職種に関

しては、葉を見て木の名前を答えるなどの要素試験

をクリアすることが重要で、剪定した枝を持ち帰っ

て会社が用意した枝と見比べたり、木の枝や葉、芽

の出方を見極めるような練習をしていました。細か

い箇所の見極め方など、わからない点は先輩方から

教えてもらいました。 

 

技能検定受検を通して得たこと 

 技能士の資格は現場で作業する上で自信に繋がり

ます。現場を任される立場にもなってきたので、先

輩におんぶに抱っこではなく、自分で現場を管理し

なければならない立場として、どのように作業を進

めながら仕上げていくか、この仕上がりでは技能検

定の実技試験だったら不合格になるからダメだ、と

いう考えを持つようになりました。また、お客様と

のやり取りでも、 

以前はお客様の 

要望を聞いてそ 

れに応えるだけ 

だったのが、今 

では「今後を見 

据えてこのよう 

にしたほうがい 

い」「これでは 

管理が大変だか 

らこうしてみて 
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はどうか」といった提案ができるようになりまし

た。 

 こういった考え方や提案の仕方の変化は、技能検

定を経験して学び得たものだと思います。 

 

今後の目標 

 庭を造る上で、お客様の中には「お任せします」

という方もいらっしゃいます。こうした注文を受け

た場合、どういうところを重点的に考えながら進め

ていくかを社長に相談した上で、お客様に「これは

どうか」というご提案をしながら進めています。技

能士の資格を取得した今でも日々勉強です。 

 まだまだ未熟な部分はありますが、今後も技能士

という資格を生かし、謙虚な気持ちを持ちながら常

に挑んでいきたいと思います。 

 

事業者の声：代表取締役 齋藤健さん 

 社員自身の技術向上のために技能検定の受検を推

奨しています。また、技能士という資格は本人の自

信にも繋がりますし、対外的にも認めていただける

資格です。関係団体が主催している講習会の参加費

用を会社負担としたり、合格した社員には資格手当

を支給するなどして、さらなるレベルアップを促し

ています。 

 技能検定は、和の要素を多く含んだ庭を造ること

がメインである反面、今は洋風の庭を望まれるお客

様が多く、経験を積むための物件が少ないこと、ま

た、実際の現場と実技試験の作業工程には多少の差

異があり、試験用の作業工程を覚えなければならな

いという課題があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経験で補えない部分を、技能検定を受検する社員

は、終業後に会社の敷地内で、実技試験の規定時間 

と同じ時間を設定して練習に励み、それを見て先輩

方が助言・指導を行っています。受検者は、「規定

時間の半分経過時点で何割が完成できているよう

に」と目標を定めて練習を重ねています。 

 造園職種の試験は規定の時間内に多岐にわたる作

業をこなさなければなりません。こうした経験が財

産となり、その後の仕事にどう生かしていくのか、

ということが技能検定の大きな意義のひとつだと考

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お客様からの要望を設計図に落とし込み、方向性

を決めて計画を立てていくというのは、やはり根底

に技術があるからできるものです。そこには技能士

の資格が大きく関わっており、資格という土台があ

るからこそお客様に対しご提案ができたり、議論が

できるものだと思います。 

 一人でも多くの社員が経験を積み、次のステップ

に進めるよう、今後も会社として支援を継続しなが

ら技能士の資格取得を進めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

株式会社竜門園 
昭和５９年１１月設立 

従業員 ２１名 

一級造園技能士１３名 

二級造園技能士 ２名 

ほか、有資格者が多数在籍 

HP https://ryumonen.co.jp/ 

 

 

 

 

技能検定ってなに？技能士ってどういう人たち？ 

どんな職種があるの？ 

「技のとびら」には技能検定制度や 
技能士紹介、試験日程など、様々な 
情報が掲載されています。 
ぜひ一度、のぞいてみてください！ 
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受検するきっかけ 

 家具を製作する中で、手加工での作業の必要性を

感じたことが一つの理由です。ただ、仕事で手加工

を必要とする機会が少なく、仕事をしながら技術を

身につけるには時間がかかってしまうため、技能検

定受検に取り組むことで、基礎から学び、かつ早く

技術を身につけることができると思いました。 

 

合格に向けて取り組んだこと 

 仕事と実技練習を両立する上でうまく時間を作る

ため、出社後、毎日朝のうちに刃物の調整をしてい

ました。また、朝はベテランの職人さんたちも早く

出勤するので、木材の加工の仕方を教わり、終業後

に、朝教えてもらったことの振り返りをしながら実

技の練習をするという流れの繰り返しでした。 

試験に向けて本格的に実技の練習に取り組んでい

た期間は、会社や周囲の方々からも手厚いサポート

をいただきました。会社主催の講習会で日頃の疑問

を確認したり、試験が近くなってからは仕事も配慮

いただき、練習に集中することができたので、しっ

かり準備を整えて試験に臨むことができました。 

 

今後の目標 

技能検定の受検は自信に繋がります。手加工で行

う箇所を自分の手で自信を持って加工できる、そこ

が家具の仕上がりや精度に関わってくると思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後は一級取得を目標に、また、手加工だけで

なく、機械加工についても勉強していきたいと思

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者の声：代表取締役 白石彰博さん 

 家具製作は道具を使えるようになるまでが大変

です。道具の作り方から学び、そこから少しずつ

レベルアップして、自分自身の技術を磨くための

一つの目標として技能検定があります。仕事をし

ながら実技試験の練習を行うことは大変ですが、

弊社主催で同業の外部の方も参加できる講習会を

開催したり、検定合格者に資格手当を支給するな

どの支援を行っています。技能士という資格を多

くの方に取得してもらうために、環境と場所を提

供することが私の仕事だと思っています。 

 

 

 

 

  

有限会社白石木工 高橋 光さん（２３歳） 

２級家具製作技能士（家具手加工作業）令和３年度合格  

 
 
 
 

一点物のオーダーメイド家具を、図面を受け

取ってから完成まで、手加工や機械加工によ

り製作しています。一人で最初から最後まで

製作を担当できるところに魅力を感じ、この

職場を選びました。 

今はオフィスや商業施設用のカウンターを製

作しています。 

 

家具製作技能士として 

こんな仕事をしています 

左：代表取締役 白石彰博さん  右：高橋光さん 

会社紹介 
社 名：有限会社白石木工 
設 立：平成元年７月 
所在地：黒川郡大衡村大衡字北原３０－１ 
電 話：０２２－３９３－７３８０ 
HP：https://www.s-woodworks.com/ 

たかはし こう 
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受検するきっかけ 

部活動で機械技術部に所属しており、「旋盤」、

「フライス盤」、「ＣＡＤ」、「溶接」、「鍛造」の５

つの班のうち、主にＣＡＤ班で活動しています。 

将来は「ＣＡＤ」を使った仕事に就きたいと考

えており、進路実現に向けて技能を向上させるた

めにチャレンジしました。 

 

合格に向けて取り組んだこと 

 技能検定への挑戦自体が初めてで、わからない

ことの連続でした。「ＣＡＤソフト」の扱いや製図

の知識不足という課題もありましたが、一番苦労

したことは「形状認識」です。課題図から指定さ

れた部品だけをマーカーペンなどで区切り、抜き

取る工程があるのですが、最初のうちは全く分か

らず不安になり、先輩に教えてもらいながら作業

を進めました。この工程は１つでも間違うと作業

のすべてが無駄になってしまうため、一つ一つの

作業を丁寧に行うことでミスを減らすように心が

けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技能検定受検を通して得たこと 

 技能検定を受検して得たことは、「図面の読解力」

と「作業の効率化」です。課題図と課題文をもとに

どんな形なのかを考えながら図面を描き、わからな

い時には先輩や先生に教えてもらいながら、どれだ

け時間がかかっても図面を完成させるようにしてい

ました。試験時間が３時間と長時間なので、練習中

は集中力が続かず、時間内に終わらないこともあり

ました。そこで、作業を細分化し、作業時間や順序

を見直したところ、作業効率があがり、試験の１か

月前には２時間で作業を終わらせて、見直しの時間

を１時間も取れるようになりました。作業の効率化

は、今後いろいろな場面で活かせると思います。 

 

今後の目標 

 今後の目標は２級を取得することです。３級と比

べて２級は課題図が大きいことや、幾何公差が加わ

っていたり、制限時間 

が４時間になるなど、 

レベルが全くと言って 

いいほど異なります。 

３級では２Ｄのソフト 

だけを使いましたが、 

２級では３Ｄのソフト 

も併用して複雑な形状 

にも対応したいと考え 

ています。また、今年 

度出場した若年者もの 

づくり競技大会で入賞 

を逃したので、来年度 

は入賞を目指し、日々 

の練習に取り組みたい 

です。 

宮城県工業高等学校 機械科 佐藤 章太郎さん（１７歳） 

３級機械・プラント製図技能士（機械製図ＣＡＤ作業）令和４年度合格  

学校の声：機械科 ＣＡＤ関係授業・資格担当 谷本龍先生 
本校は機械科、電子機械科、電気科、インテリア科、化学工業科、情報技術科の６学科８クラスを設置し、

今年で創立１１０年目を迎える歴史と伝統ある県内最大の工業高校です。各学科の教育活動は、地域産業界と

の連携を図りながら学習活動に取り組み、難度の高い資格取得をはじめ、専門性を活かしたコンテスト、各種

競技会での多数入賞など、その成果を発揮しています。難度の高い資格取得の一つに「技能検定」があります。

機械科では機械加工職種（普通旋盤作業、フライス盤作業）、機械検査職種に加え、機械・プラント製図職種

（機械製図 CAD 作業）へも平成２３年度から挑戦し、延べ１５７名の３級合格者、１３名の２級合格者を輩

出しています。 

これからも「目指せ！技能士」を掲げながら、豊か 

な人間性と創造性を兼ね備えた心身とも健全な工業技 

術者の育成を目指していきたいと思います。 

学校名：宮城県工業高等学校 
創 立：大正２年２月 
所在地：仙台市青葉区米ケ袋３－２－１ 
HP：https://miyagi-th.myswan.ed.jp/ 

発行：宮城県経済商工観光部産業人材対策課 電話：022-211-2763 
ﾒｰﾙ：sanzinj2@pref.miyagi.lg.jp HP：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sanzin/ 

さとう   しょうたろう 

き か こ う さ  


